
 

 
ＡＴ検定法(夜朝交互立会検定法)実施にあたって 

 

（一社）家畜改良事業団 

 
ＡＴ検定法とは？！ 
 

 ＡＴ検定法（以下、ＡＴ法）は、従来の毎月夜と朝の両方を立会する方法を簡易、効率化して、毎月

交互に夜と朝を立会し、１日分の乳量や乳脂率を推定する検定方法です。ＡＴ法は ICAR(家畜能力検定

に関する国際委員会)でも正式に認められた検定法で、わが国では牛群検定の方法として平成１２・１３

年度で運用試験を実施し、精度の向上や効率化などについて調査・検討を行いました。 

 運用試験の結果、要件をきちんと守った実施においては、牛群検定手法として取り込めることを平成

14 年 3 月の全国牛群検定推進会議で承認を得て、一定の条件の下で運用することとされ、実施されて

います。 

 

  

＊Ａ４検定：ICAR の定める検定方法の中で、公式検定員の立会を行い、検

定日間隔が４週間（１ヶ月間）の検定をいう。 

 

 

条件とは？！ 
 

条件の大きな１つは、ＡＴ法を実施するに当たっては、Ａ４検定相当のデータの精度を確保する必要

があり、過去に運用試験を行ってきたのは、データの精度の検証とその条件を確認するためです。 

ついては、運用開始の条件の大きなものは、“運用試験未実施地域については精度を確保できる馴致

期間（運用試験相当の手続き）を経ること。”となっています。ＡＴ法を実施するに当たっては、農家、

検定組合、検定員、乳成分分析所のそれぞれの十分な理解と要件を守った運用が、鍵となります。その

経験をつむことで正確な簡易検定が可能となるのです。 

 

ＡＴ法を実施できる検定農家の要件 
・経産牛全頭が牛群検定に加入していること。 

・搾乳時刻記録タイマーの設置農家であること。 

・生乳出荷量、自家消費量（廃棄乳を含む）を正確に報告できること。 

  生乳出荷量＋自家消費量と検定乳量の差が±１０％の範囲であること。 

・１日の搾乳間隔が安定していること。 

  夜から朝の搾乳間隔が９時間３０分～１５時間未満 

  朝から夜の搾乳間隔が９時間～１４時間３０分未満でなければなりません。 

・通年的に夜朝交互の立会検定が行えること。 

・牛群全てＡＴ法であること。 

・１日の搾乳回数が２回であること。（３回搾乳については別途） 



 ＊搾乳間隔とは？ 

 

   夜（朝）搾乳   時間経過    朝（夜）搾乳 

   開始   終了        開始   終了 

 

      △              △ 

        中間             中間 

             搾乳間隔 

 

搾乳時刻タイマーとは何か？ 
 

 自動的に搾乳時刻を記録するための装置(タイマー)で、搾乳設備の真空ポンプやミルクポンプが稼動

(電気が流れる)する時のＯＮとＯＦＦの状態をセンシングし、その時刻を記録します。（タイマーの購入

や設置にともなう費用は自己負担です） 

検定立会時にそのタイマーとハンディターミナルを接続し搾乳時刻を抽出します。 

 

記録の取り扱い 
 

 ＡＴ法の公式記録は分娩日から乾乳日、あるいは次回分娩日まで(乳期)を全て計算できるものを云い、

以下の場合検定成績は非公式となります。 

 

 ・分娩日を含めて６２日以内に初回検定が行われない場合。 

 ・連続して２ヶ月以上記録が得られない場合。 

 ・記録が得られないなどで記録を推定した回数が３回以上の場合。 

 

注意すべき従来の検定法との違い 

・Ａ４検定と比べて、検定日での乳量は±1.5 ㎏程度 乳脂率は±0.3%程度、305 日累計成績での

乳量は±170 ㎏程度 乳脂率は±0.1%程度の誤差を生じることがあります。 

・体細胞数については、夕方または朝、いずれかのサンプル検査の結果が検定日の体細胞数となりま

す。一日当たりの体細胞数に換算することができませんので、従来の一日２回のサンプル検査によ

り算出した一日当たりの体細胞数と数値の持つ意味が異なります。データ利用の際は注意が必要で

す。 

 ・補助金・奨励金などにおいて、従来の検定との差が生じる可能性があります。 

 

ＡＴ法を中止しなければならないこともあります  

 

 ・検定時 前回搾乳との搾乳間隔が許容範囲外の時は検定できません。 

・検定乳量と出荷量＋自己消費量の差（乳量比率）が 10%を「上回る」あるいは「下回る」などの

場合、その理由が必要です。理由が明らかでない時は、再度立会を行っていただきます。理由が得

られない場合が年間２回を数えると、翌月からはＡ４検定に戻ることになります。 

・検定日は当然ながら、毎日毎回安定した搾乳間隔が求められますので、定められている許容範囲外

の搾乳間隔が多く改善の見込みが無い場合、Ａ４検定に戻っていただくことになります。 

 



運用試験を実施するにあたって 

まずは当団にご相談下さい！！ 

 

（ＡＴ法に関する理解） 

・ＡＴ法に関して、検定農家をはじめ、検定員、乳成分検査所職員、関係団体職員等、関係者の皆さ

んの十分な理解が必要不可欠です。 

・運用試験前に、県内の今後の方針（運用試験の期間、運用試験対象農家、乳成分検査体制、機器の

準備、スケジュール、検定員の旅費・謝金、検定組合規程の改訂等）について取り決める必要があ

ります。 

・その後、具体的な説明会等を開催し関係者に周知徹底を図っていただきます。 

 

（機器等の準備） 

 ・実施農家における搾乳時刻記録タイマー（以下ＭＴＬ）の設置が必要です。ＭＴＬはＡＴ法による

検定実施農家１戸につき一台必要です。ＭＴＬ本体の購入及び牛舎への設置費については自己負担

となります。 

 ・ＡＴ法を実施するためには、ＭＴＬにハンディターミナル（以下ＨＴ）を接続し、搾乳時刻を取得

する必要があります。現在、都府県においてＡＴ法に対応しているＨＴはＡＲＫ４００及びＡＲＫ

５５０のみとなっております。 

 ・検定時に MTL から HTに時刻のデータを取得するために専用のケーブルが必要になります。 

・試験段階では、ＭＴＬが正常に稼働しているかどうかを確認するために、ＭＴＬにノート PCを接

続してデータを確認して頂きます。そのためノート PC（既存のもので結構です）とケーブルが必

要になります。 

 

（運用試験） 

 ・運用試験は、検定に関するサポート体制がしっかりしている地域において、協力的な検定農家を対

象に数戸（サポート出来る範囲）で実施することが望まれます。 

 ・まずは、当団と調整しながら運用試験対象農家の一覧表およびスケジュール等を整理して頂きます。 

 ・MTL 設置後、数ヶ月間は従来のＡ４法で検定を実施していただきながら、検定時にＭＴＬの搾乳

時刻のみを取得・確認し、当該農家がＡＴ法を実施出来るかどうかを判断して頂きます。 

・この間に、検定員の検定立会スケジュール等を調整します。 

・その後、本試験として実際にＡＴ法を実施して頂きます。 

 ・この運用試験で発生した課題、問題等を整理し、その対応を検討した上で県内の他の検定農家へ普

及することが望まれます。 

 

（乳成分検査所のシステムの変更） 

 ・AT 法を実施することにより、一頭当たりのサンプルの本数が２本から１本になることから、乳成

分検査所のデータ出力システムの変更が必要になる場合があります。 

 ・事前にこのシステム仕様を確認し、修正が必要な場合は運用試験前に変更しておくことが必要にな

ります。 

 

（牛群検定組合ＰＣ及びＨＴ） 

 ・牛群検定組合ＰＣには、ＡＴ法用に対応したプログラムがありますので、別途インストールする必

要があります。 



 ・ＨＴ（ＡＲＫ４００/５５０）についても、ＡＴ法用の最新プログラムのインストールが必要です。 

・これらの作業は、当団にて技術協力させていただきます。このプログラムは、現在のプログラムと

若干の操作の違いがありますので、運用試験を通じて操作方法等を十分に習得していただく必要が

あります。 

 

（当団との連携） 

 ・当団と常に連絡・調整を行いながら実施して頂きます。 

・必要に応じて当団職員を現地へ派遣します。 

 

（その他） 

・検定員の立会の回数が１農家当たり２回から１回に減りますが、検定員の業務量は単純に半分には

ならないと言われています。しかしながら効率的にスケジュールを組むことで一人の検定員が担当

する検定農家数は増やすことが可能です。 

・実施に際しては、AT 法検定に関する理解はもちろんのこと、農家の負担金、検定員の旅費・謝金、

乳成分の検査料等について事前に十分に協議して下さい。 

 

 

 


